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rナ ミゴキ ブリJrjlattacoll｡inlla dcHrl肌 と被等物

1.成 虫C,

2,卵 塊0

3.劾 鼠｡

4.被審｢ブラインドJの一･部分｡

5.被害書籍｡

1,;3は略ぼ賓大,Ljは廓大､4,5は縮小O
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｢クロス｣め嘗亜｢ナ '-=≠ゴキブ リ｣は就きて

山 川 保 治

緒 ._,

=･せぷり

排欄の斬(-A:-L一般に油抱とも言はれて屠るJ 地歴臥 ヒ17)古生代有家紀に於て､既に多数に存在
■

し､現在の見出わ硯仙こJR/とちて存釦 凍 りしこと札 化石によりて明らかに符さるる鹿であ

るcJ:fa今屋内に棲める rゴキブ[)｣の新は上音の家屋に於て､既に人新と同属したるものなる

べ く､商業の牽連に捉ひ,斬:海事葉の鴎醍と共に各地に分布したものであらうし､

rゴキプ1)｣の難は主に暖図gつ産で､塞匪=こ抵少なく､熱碑地方には其笹瀬が極めて多く､躍

って.基被賓も甚だしいし此報のFPlrLは野樺のものもあるが,普通は屋内の厨盾に敵臥して､

動線｣戒敵.共に倍 の々食晶を倉食する鹿の斯謂義朝の審鹿として知 られて居る.慶が､近年
*

苔箱碑に洋式異本Jjr3'一,ス｣が此鹿のために加寄せられJ､其級掌が著しく目立って架た｡､将

来は厨虜のみならず､開署館の賓融として､,大V,忙注意を喚起しなければならない寄畠であるO

今から数年繭､丸大盤興部の15周年記念式へ参列した際の乙と､岡拳助薮授の小山準二氏か

ら､｢ゴキプlJ｣のためにrクtlス一拍ミ加零され､金文字まで無くなった被薯音符を見せられ,

過食放射柴はないものかと相談を受けたさとがある∴其竣斯うした質問を幾回となくあちこち

から受けた｡涼太の吾女の研究堂に於ても､大分以前から此蝕のためには簸度となぐ悩まさがL､

笹tcTしいのになると､教本をし忽ほさなければならぬ桟になったものもあるL

雅樹では､柳仁大切な審縛の r,'/口-,Jには､防盛加工をして居ると云ふことを､以前或る

邦語で諌んだことがあるし,,我が観に於ても､蘭越のやうに rク71-I.｣の被賓が相常甚だしいの

であるから､余は之迄機骨ある篠に､｢グロス｣防曲加工の必要たるととを唱-て来た｡今回間

らザも之が鷺規を沌る忙至ったことは余の鹿 も萎びとする魔であるし㌔

攻に,我が門地に於て故も普通に｢クロス｣を加賓するrナミゴキブ日 に就き､余が観察し

たる轟饗と.､従来党撃諸氏によりて報著されたる記事を参酌して､此JrTに其概要を記避する.こ

とと′し私 }

本文を革するに常って､露尿に就き多大なる助力をせられ売る稔尾索四郎氏と,春闘査忙助■

*陶版四参 Jf(i
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カせ られたる谷口久代氏に厚 く感謝の意を表すO

分類学上の地位と名種

研 嵐 両 班 r=1 日rtll‖1-t什n.

歩 行 iE71:目 CurH(lritTL

こきぶり科 Bhtti(hC.

畢 名 Blattaeon｡in11a(kHa(,ill.

輿 名 Stylor'y相 川nnCiTlaH叩It.

和 名 で ミゴキブ 1) rゴキ ブi)瑚頗H,

分 布

此陳の分布として,従来知 られて居るのは､Fl本 r本州､四囲､九州､朝鮮JであるO

:JT-E 値

成 鹿

賀鰐が光輝ある黒褐色で､頚部は小さく殆んど繭胸下に隠れ.､偶角は鞭状で細長くて機長よ
I

りも長い､複眼は光輝ある磯黒褐色で腎臓形をして居るLJ前胸管は不正固形一氏 長,さよりも帽

が磨 く､叉前線は狭 く,静胸管の中央部は少しく隆起L.て腰 軒に塵かの縮紋があるL-前後の繭

麹酬借より造かに長 く､脚は赤褐色を尊び側副 ′て同色:Jj rj-ミゴキブ リ｣の卯

別宅が散生して屑･て､腹部尾端の両側には2個の大なる角

状附廃物がある､′鰐長25乃至30rミ1)メー l･ルJ,A

卵

卵塊を包囲せる卵殻は茶褐色で-形は長花園で平た く,

片側の緑には鋸歯が列生して居て基数は27個前操である:;

卵夜の中には細長き固筒形の卵が互弘達弘に12列にjiE,:/,1,で居て､異数は個鰐によって相違する
i

那, 4欄の卵塊に就きて調べた鹿では表示の如 く, =梱 包の中の卵数は211剛 らゝ27個の間であ

る/而して､ 1卵塊の長樫は20乃至22｢ミ.)メ- トル_憤 るO
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幼 適

塾偶が赤褐色で,戚鵜と異なる主な鮎は､潤が小さ,,いことと､無題であることである､不覚

金轡髄をなすL/TCfy､楠tJ/j時代はない

粧 過 と 習 性

蔑生が極め七不規則なために､ lヶ年円に於廿る一冊 臣,,)同数は不明であるが, 1回か成仏は

2回聴生を繰 り返すもQ,)で孜からうかと放はれるい川:-･GJう中で戒線を東 も多く見られるL-/)は､5

月頃から11月頃にかけで Etあって､卵を普通に見られるのは6月から8月の間である.J而して､

6月か ら8月の間に産まれた卵の期間は,巽示の如 く賂ぼ4(相聞で､ 越年の状態 も不明である

が､碓釆観察した慶では､朝常威長した幼誼か戚蝕で越年するものが多いやうに恩はれるけれ

rナ ミヅ キブ1)Jの産卵と岬化及び卵の期間
川召利 ll)年 調 教)

･一17L産 卵 期 H 脚 化 如 .[ー 卵 U)期 間

1+i汁 Ⅵ. I,1 .Ⅷ, I_17 ･t三; 一三一

ど翫 昭利14年11月22円に産まれ

た卯がある轟鷲によって考察する

と,卵の状態で越年するもU)もあ

るやうに者- られる

戚轟は産むだ卵塊を始め轡らく

の間は､腹堀に附斎したまま,妙

き廻って居るが､通常急増期が見

付かると､例-ば､姦所の隅とか,

､ 食韓の間とか､寄棚の隅や賓籍の

間,･等の曙vqrに産み付けて聡 く､劾融､蛾親.共に歩行は頗る早 く.巷間は､審棚の隅や､

稜 捧々物の間､等日光q)到達1.･ない暗い桝に潜み､載るに漁ると肝 こ来て加賓を退空しくする.J

餌 蝉 は､商船､軍艦､汽取 等-も傑人して相常客をするIJ此他 此親舶 巨常に不愉快な恵

塊L,磯するVj,pcb,農相磯 生すると､此凝塊が魚群に附衛するVjで､佃は一層･嫌はれて居る､ノ

鱗が偏平であるために､偶かuj隙間にでも階れることがFH来る､二.幼鶴､成魚:共に雑食性で､

厨旗に現株れて種 ILの食物を貧食する外に､教粉や英資虫でも蝕審し.特に糊は此鹿わ衆も好

む虚である｡.期のやうな稚物性の射nの外転､毛捕物や革髄晶糾治めとし､尾鹿勅の癖本など､

動物性のもの蜜でも甚だしく加啓する.一,僻にrJ/vl7,｣が加零された時などは､金文字忠で塞無

しにしてし恵払､輿車間のたい糊の栄だ乾ききらない｢クTlスJなどは､勝に被賓が背しい



7

叉､｢ブラ[ンド!を加害することが討て々 ある､之たどは緋を抑 こ多く曜日は かたものに限られ

て屠る様である.∩

防 除

rクロス｣に封しては､別記の如 く防鹿加工をすることが故1Ih良い'方法と甫車るし1

厨虜其他此轟が規粥する個所には､糊に少灘の祉酸鈴を混じたものを皿などに入れて､猫な

どの慣らない個所に適宜配琶して壇 くと､親は榊が好物であるために､之を食べて中寺にかか

って籍死する､ √
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